
田
美
一
が
、
西
洋
画
科
委
員
に
吉
年
素
彦
と
長
島
豊
が
選
ば
れ
、
ま
た
、
委
員

の
中
か
ら
特
別
委
員
と
し
て
書
籍
係
に
岩
田
、
田
中
、
吉
年
が
、
会
計
に
豊
田

が
、
記
録
係
に
遠
藤
、
和
田
が
、
短
歌
部
委
員
に
同
じ
く
和
田
が
選
ば
れ
た
。

短
歌
部
は
和
田
茂
生
の
熱
意
に
よ
り
、
活
動
が
な
か
な
か
盛
ん
で
、
月
報
に

は
彼
ら
の
作
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
佐
伯
祐
三
な
ど
も
「
死
の
国
」
「
行

く
年
」
「
冬
の
あ
る
盈
れ
る
日
」
の
短
歌
を
寄
稿
し
て
い
る
。
部
員
に
は
外
に

宮
沢
均
、
住
吉
良
康
、
遠
藤
教
三
、
富
永
親
徳
、
山
田
新
一

、
衣
川
草
太
郎
、

森
正
、
吉
田
絢
吉
、
豊
田
勝
秋
そ
の
他
が
居
た
。
ま
た
、
月
報
に
は
短
歌
欄
の

姉
妹
篇
と
し
て
自
由
詩
の
欄
も
設
け
ら
れ
、
吉
田
絢
吉
、
須
藤
雅
路
そ
の
他
が

寄
稿
し
て
い
る
。

漢
詩
部
は
生
徒
に
敬
遠
さ
れ
た
の
か
、
月
報
の
摸
詩
欄
に
登
場
す
る
の
は
大

村
西
崖
、
芦
沢
閑
（
刀
川
）
、
白
井
雨
山
、
小
場
恒
吉
等
、
殆
ど
職
員
の
み

で

あ
っ
た
。
な
お
、
文
芸
部
は
発
足
後
間
も
な
く
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
な

っ
た
が
、
そ
れ
を
機
に
蓄
音
器
部
が
設
け
ら
れ
、
音
楽
愛
好
家
の
人
気
を
呼
ん

•'
) 

0
 

f
 ⑮

四

十

年

社

明
治
四
十
年
本
校
西
洋
画
科
入
学
者
の
な
か

に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
が
多
か

っ
た
。
彼
ら
は
卒
業
後
は
さ
ま
ざ
ま
の
研
鑽
の
途
を
歩
ん
だ
が
、
大
正
九
年
三

月
二
十
三
日
に
至
り
、
親
睦
の
た
め
新
た
に
四
十
年
社
を
結
成
し
、
毎
年
作
品

展
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
九
巻
第
一

号
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
社
員
は
次
の
十
四
名
で
あ
っ
た
。

御
厨
純
一
、
神
津
港
人
、
北
島
浅
一
、
佐
藤
哲
――一
郎
、
工
藤
三
郎
、
清
原
重

一
、
三
国
久
、
斎
藤
素
巖
、
片
多
徳
郎
、
萬
鉄
五
郎
、
金
沢
重
治
、
野
元
義

雄
、
熊
岡
美
彦
、
浅
井
松
彦

第
一
回
展
の
模
様
は
『
中
外
商
業
新
報
』
（
大
正
九
年
三
月
二
十
八
日
）
が
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

四
十
年
社
展
覧
會

美
術
に
限
ら
ず
學
校
卒
業
生
で
或
る
一
年
に
限
り
多
敷

の
秀
オ
を
産
出
す
る
事
の
あ
る
の
は
屡
々
宜
見
す
る
所
で
あ
る
が
明
治
四
十

〔
西
洋
〕

年
入
學
の
美
術
學
校
西
甕
科
生
も
此
の
感
じ
が
あ
る
先
づ
院
展
の
寵
兒
片

多
徳
郎
氏
が
あ
る
美
術
院
の
喪
つ
兒
齋
藤
素
巖
氏
が
あ
る
二
科
會
の
鬼

才
萬
鐵
五
郎
氏
が
あ
る
此
等
の
人
々
が
―
つ
の
級
か
ら
出
た
と
云
ふ
の
は

興
味
の
あ
る
事
で
あ
る

▲
今
度
此
の
人
逹
が
集
ま
つ
て
友
誼
上
の
組
合
を

作
っ
て
四
十
年
社
と
名
附
け
廿
五
日
か
ら
十
日
間
東
京
美
術
學
校
の
倶
楽
郡

で
作
品
展
覧
會
を
開
い
た

▲
北
島
浅
一
君
の
八
貼
中
で
は
「
到
岸
の
雪
」

の
水
の
微
光
が
非
常
に
よ
く
描
け
て
ゐ
る
「
瓜
」
は
バ
ッ
ク
と
人
物
と
の

闊
係
が
面
白
い
「
湯
ヶ
島
」
も
軽
い
箪
で
あ
る

▲
御
厨
純
一
君
の
八
黙

で
は
「
暖
日
」
が
努
力
し
た
作
で
あ
る
「
秋
の
日
」
「
山
の
公
孫
樹
」
「
満

潮
」
等
に
も
氏
の
特
長
が
現
れ
て
ゐ
る

▲
三
國
久
君
の
三
黙
中
「
砂
糖
＜

り
」
は
装
飾
聾
と
し
て
上
氣
な
る
も
の
だ

▲
片
多
徳
郎
君
の
五
貼
中
「
冬
〔
治
〕

の
谷
間
」
「
中
祁
寺
湖
畔
」
「
静
物
一
」
が
頗
る
光
つ
て
居
る

▲
金
澤
重
一

君
の
五
貼
で
は
「
老
人
」
の
表
情
頗
る
面
白
く
「
静
物
」
の
壺
の
色
は
微
妙

な
感
じ
を
出
し
て
居
る
「
軽
井
澤
の
晩
秋
」
も
佳
作
だ

▲
齋
藤
素
巖
君

の
デ
ッ
サ
ン
四
黙
は
流
石
に
彫
刻
家
ら
し
い
確
質
性
に
富
ん
た
も
の
で
あ
る

〔
マ
マ

〕

▲
工
藤
三
郎
君
の
四
黙
中
で
は
「
曇
り
日
」
「
漁
村
」
が
氏
一
流
の
メ
レ

コ
リ
ー
な
調
子
を
出
し
て
居
る

▲
佐
藤
哲
三
郎
君
の
二
晃
は
「
女
の
習

作
」
に
芳
烈
な
肉
の
囁
き
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た

▲
萬
鐵
五
郎
君
の
六
黙
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0
本
校
エ
臨
部
卒
業
生
に
依
つ
て
成
る
エ
藝
美
術
會
は
大
正
九
年
一
月
よ
り

で
は
「
風
景
」
「
少
女
」
に
於
て
威
座
的
な
感
じ
を
受
け
た

▲
洞
原
重
一

君
の
八
黙
で
は
「
晩
秋
の
山
」
「
秋
の
山
畑
」
「
静
物
」
に
色
諧
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
聞
く

▲
浅
井
松
彦
氏
の
八
貼
で
は
「
秋
近
し
」
「
軍
艦
」
「
九
谷
燒
」

〔人
〕

の
小
品
に
頗
る
見
る
べ
き
佳
作
が
多
い

▲
神
津
港
八
君
の
三
黙
は
「
横

顔
」
「
雪
の
日
」
に
健
宜
性
が
認
め
ら
れ
た
（
白
象
）

⑯

工
芸
史
研
究
室

大
正
九
年
新
設
の
工
芸
史
研
究
室

(55
頁
参
照
）
は
研
究
報
告
第
二
輯
と
し
て

香
取
秀
真
講
師
の
研
究
に
よ
る
『
磐
』
を
翌
十
年
十
二
月
に
出
版
し
た
。
八
ツ

切
り
磐
拓
の
写
真
約
百
七
十
枚
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
。
森
鴎
外
帝
室
博
物
館
総

長
の
題
字
、
正
木
校
長
の
序
、
年
表
、
香
取
秀
真
の
論
文
を
収
録
。
大
和
綴
れ

の
箱
入
り
で
、
一
部
十
六
円
で
あ
っ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第

云馨
〕

二
十
巻
第
六
号
は
、
「
磐
の
研
究
は
本
書
に
依
つ
て
極
ま
り
、
其
岡
様
の
嬰
化

と
雅
致
に
富
む
貼
は
、
エ
藝
美
術
家
の
参
考
書
と
し
て
之
に
す
ぐ
る
も
の
な
か

る
可
し
と
稲
せ
ら
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

⑰

帝
展
工
芸
部
門
設
置
運
動
の
開
始

第
二
巻
に
記
し
た
と
お
り
、
本
校
工
芸
部
出
身
者
か
ら
成
る
工
芸
美
術
会

（
正
式
名
称
は
新
興
美
術
会
）
は
、
大
正
八
年
十
一
月
に
趣
意
書
と
規
則
書
を

発
表
し、

翌
九
年
早
々
、
帝
展
工
芸
部
門
設
置
運
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
活
動

状
況
（
九
年
一
月

S
十
年
四
月
）
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十

巻
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ウ

工
藝
美
術
會
亘
腎
旦
丘
尉
豆
罷
過
報
告

一
月
二
十
三
日
評
議
員
會
開
催
昨
年
度
ョ
リ
ノ
懸
案
ナ
ル
帝
図
美
術
院
ニ

工
藝
美
術
部
ヲ
設
置
ス
ル
ノ
建
議
案
二
闊
｀
ン
文
部
賞
局
へ
提
出
ス
可
キ
建
白

書
ノ
原
案
二
就
キ
テ
協
議
ヲ
遂
ゲ
再
ビ
杉
田
評
議
員
二
字
句
ノ
推
敲
ヲ
托

ス
、
席
上
島
田
佳
突
氏
ョ
リ
客
秋
西
下
ノ
節
澤
田
誠
一
郎
氏
卜
共
二
此
件
ニ

〔

京

〕

〔

元

〕

就
キ
都
二
於
ケ
ル
＿帝
國
美
術
院
會
員
諸
氏
ヲ
訪
問
七
ル
ニ
竹
内
栖
鳳
山
本

春
畢
雨
氏
共
二
不
在
ニ
テ
執
事
二
要
領
ヲ
申
置
キ
テ
辟
去
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ
得

〔
需
〕

ザ
リ
シ
旨
ノ
報
告
ア
リ
、
次
二
工
藝
會
ノ
意
志
ヲ
尚
各
方
面
二
披
樫
ス
ル
ノ

必
要
ヲ
認
メ
評
識
員
各
分
掌
、
ン
テ
文
部
嘗
局
、
帝
國
美
術
院
長
、
幹
事
、
會

員
其
他
ヲ
訪
問
陳
情
ス
可
ク
其
郡
署
ヲ
定
メ
タ
リ
但
折
柄
帝
國
議
會
開
會

中
ニ
テ
各
営
局
ハ
多
忙
ナ
ル
可
ヶ
レ
バ
其
閉
會
ヲ
依
ッ
テ
各
所
定
ノ
訪
問
ヲ

為
ス
事
二
決
ス

、
更
二
請
願
書
ハ
肉
筆
ト
シ
用
紙
外
箱
等
二
慈
ヲ
用
ヒ
及
其

副
本
ヲ
印
刷
、
ン
テ
各
＿帝
國
美
術
院
會
員
諸
氏
ノ
手
元
二
参
考
ト
シ
テ
差
出
ス

事
ト
シ
諮
願
書
及
外
箱
調
製
ノ
分
握
ヲ
定
ム

ル
左
ノ
如
シ請

願
〔
マ
マ

〕

明
治
四
十
一
年
二
文
部
省
ガ
美
術
展
覧
會
ヲ
開
催
セ
ラ
レ
テ
以
来
我
國
ノ

美
術
ガ
長
足
ノ
進
歩
ヲ
来
、
ン
タ
コ
ト
ヲ
認
メ
ナ
イ
者
ハ
ナ
イ
デ
ア
リ
マ
セ

美
術
ハ
モ
ト
個
人
ノ
自
己
表
現
デ
ア
ル
ト
コ
ロ
カ
ラ
或
ル
者
ハ
共
力
痰
展

ノ
策
ヲ
講
ズ
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ズ
ト
シ
テ
種
々
其
主
義
二
固
定
、
ン
或
者
ハ

〔
ハ
〕

背
反
雷
同
其
愛
化
極
マ
リ
ナ
ケ
レ
ド
モ
漸
次
各
派
各
流
ノ
美
術

家

員

摯

書

同
二
月
一
日
請
願
書
文
案
成

同
十
年
四
月
末
に
至
る
紐
過
報
告
を
印
刷
に
な
し
狡
表
せ
り
内
容
左
の
如

し
。
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